　年　　月　　日　第３号様式(用紙　日本産業規格　Ａ４縦長型)
(第９条関係)

　神奈川県知事　殿
所　在　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学校(団体)名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
校長(代表者)名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水源地域子ども体験交流事業企画書

　このことについて、次のとおり標記事業補助金に係る補助事業を実施します。
	項　目
	記　入　欄

	交流相手先
（形式に応じて記載）
	・学校間相互交流事業：　　　　　　　　　　　　学校(第　学年)
・水源地域訪問交流事業：　　　　　　　　　 　　　（交流対応者名）

	参加予定者数
(自校(団体)分を記載)
	単位：　　　学年・　　委員会・　　部・その他(　　　　　)
学級数：　　　クラス(学年単位での参加の場合のみ記載)
参加者数：　　　名(内訳：児童・生徒数　　名、引率者数　　名)

	位置付け
	社会科見学　・　教科学習　・　部活動　・　生徒会活動
・　その他(　　　　　　　)

	第１回
（水源地域訪問交流事業の場合は「１回目」のみ記載）
	実施日時
	　　年　　月　　日(　　)集合　　：　　～解散　　：

	
	交流場所※1
	□　水源地域(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
□　都市地域(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	行程
	

	
	行程(雨天時)
	

	第２回
	実施日時
	　　年　　月　　日(　　)集合　　：　　～解散　　：

	
	交流場所※1
	□　水源地域(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
□　都市地域(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	
	行程
	

	
	行程(雨天時)
	

	不測の事態※2が
生じた時の対応
	事業中止　・　事業延期　・　代替策の実施
[①オンラインでの交流事業実施　・　②自校で単独事業実施後、第３回目の交流事業を実施　・　③　その他（　　　　　　）]

	担当者連絡先
	担当者氏名：
電話番号：
	ＦＡＸ番号：
電子メール：


※1　本企画書における水源地域と都市地域は次のとおりです。
	水源地域
	相模原市緑区の一部(城山地区、津久井地区、相模湖地区、藤野地区)、山北町、愛川町、清川村

	都市地域
	横浜市、川崎市、相模原市(水源地域に係る地区を除く)、横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ケ崎市、逗子市、三浦市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、葉山町、寒川町、大磯町、二宮町


※2　不測の事態とは、学級閉鎖等のやむを得ない理由により、当初予定していた交流事業が急遽実施できなくなった場合を指します。事前に交流相手先と対応を検討の上、記入してください。


 
